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手　引　き　書

教材テーマ：音情報のディジタル化

教材Ｎｏ
：２－１

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
  この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。


  この教材では、アナログ情報とディジタル情報のイメージがあることを前提にします。

ねらいと効果
  音情報を視覚的に表現するとどのようになるか、またコンピュータで扱えるようにするためにはどのようにすれば良いのかということを理解します。

学習の項目
  学習項目は次の順番になっております。
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２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は全部で５画面から構成され、学習項目の順番に「進む」、「戻る」が行えます。

教材の流れ
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３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１　サーバーマシン


（１） Ｗｅｂサーバを立ち上げる。

　　   （２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\2-1.bat」

            を実行する。

３．２　クライアントマシン


（１）OSを立ち上げる。


（２）Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を起動する。


（３）「アドレス」に「（サーバマシンのipアドレス）/ipa/」を指定し、

             確定する。

 　　　（４）教材リスト表が表示されるので、「音情報のディジタル化」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”をクリックする。
４．教材の活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方
 　この教材は、アナログ情報をディジタル化する仕組みを理解するため、１時限（５０分）の授業で活用できるようになっています。


  この教材では、「音」をアナログからディジタルに変換しコンピュータで扱うことを題材にしています。これはアナログ情報をディジタル化する１つの例であり、他の例として教材２－２「画像情報のディジタル化」と併せて活用することでディジタル化の仕組みを更に理解できるようになっています。

時間配分
  この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
アナログ情報とディジタル情報について説明する。
１０分

２．教材活用
(1)音とコンピュータの関係
音をコンピュータで扱うときのイメージをつかむ。
５分


(2)アナログ情報としての音
アナログ情報としての音の表現を理解する。
５分


(3)アナログ情報のディジタル化
アナログ情報の音をディジタル化する仕組みを理解する。
１０分


(4)ディジタルデータで曲を作成
ディジタルデータで曲を作る。
１５分

３．まとめ
アナログ情報をディジタル化する仕組み、及びディジタル化したときの利点と欠点についてまとめる。
５分

　　　　　　　　　　
５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.０
音情報のディジタル化タイトル


・最初から学習する場合は「音とコンピュータの関係」をクリックする。

　途中から学習する場合は、学習する項目をメニューから選ぶ。

・「教材の使い方」「教材のねらい」は必要に応じて見る。
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画面No.１
音とコンピュータの関係


・「登録」ボタンを押し、「ピアノ」をクリックする。

・「再生」「表示」「複写」「編集」ボタンを押す。

［解説］
・音をコンピュータで取りこむときアナログ情報をディジタル情報に変換する。

・コンピュータではディジタル情報の音を再生、表示、複写、編集できる。
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画面No.２
アナログ情報としての音
・鍵盤を押して、波と周波数を表示させる。

・鍵盤でいくつかの音を出し、周波数の違いを見る。

・考えてみようのボタンを押し、課題を見る。

・鍵盤でラの音を３つ押してみて、周波数の違いを比べる。

・音量を変えてみて、表示される波を比べる。

・終了したら「次へ」をクリックする。

［解説］

・アナログ情報の音は波と周波数で表現できる。

・音階が高くなると周波数が高くなる。

・課題を見る。

・音階が1オクターブ高くなると周波数が倍になる。

・音量が大きくなると波の振幅が大きくなる。

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.３
アナログ情報のディジタル化
・鍵盤を押して波を表示させ、ディジタル化ボタンを押す。

・ディジタル化されている状態で、数値から復元ボタンを押す。

・考えてみようボタンを押し、課題を見る。

・鍵盤で４４０Hzのラを押し、ディジタル化、数値から復元ボタンを押し、元の波が再現できるか見る。標本化周波数を５００、１０００、１５００、２０００と変えてみる。

・鍵盤の最も低い音と最も高い音で、ディジタル化した値から元の波が再現するにはどの標本化周波数にする必要があるか見る。

・標本化周波数を変えてディジタル化し、1秒間のデータ量表示を見る。

・終了後「次へ」を押す。

［解説］

・アナログをディジタル化するには一定間隔で波を数値化する。

・ディジタル化された値から波を復元する。波が元の波と同じになれば再現された事になる。

・標本化周波数が小さいとディジタル化した値から元の波が再現できないときがある。

・標本化周波数を高くするとデータ量が増える。

画面No.４
ディジタルデータで曲を作成
・曲を再生する。

・曲を保存する。

・曲を読みこむ。

・表示されている楽譜に他の曲をつなぐ。
・音符を選び、鍵盤を押す。

　休符を入れるときは、入れたい休符を押す。

　修正するときは、消去ボタンを押し、最後に入れた音符から消していく。

・再生ボタンを押すと表示されている楽譜を再生する。

・保存ボタンを押し、クラスを選択して、名前を入力して、ＯＫボタンを押す。

・読込ボタンを押し、クラスと名前を選択し、OKボタンを押す。

・読込ボタンを押し、「曲をつなげる」にチェックをして、つなげたい曲のクラスと名前を選択する。そしてOKボタンを押す。

［解説］・曲が簡単に作れることを体験する。

学習項目





１　音とコンピュータの関係





目的　　	波形で表現された音をどのようにディジタル化するのかを理解する。このとき標本化周波数や量子化について学ぶ。








目的　　	音をコンピュータで扱うときはどのような形で扱うのかというイメージをつかむ。





３　アナログ情報のディジタル化
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ディジタルデータで曲を作成





アナログ情報のディジタル化





アナログ情報としての音





音とコンピュータの関係








目的　　	アナログ情報としての音を視覚的に表すと波形表現ができることを理解する。また、音によってその波形がどのように違うか、また周波数はどのようになるか理解する。
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２　アナログ情報としての音





目的　　	曲を作成し、コンピュータで簡単に音を編集できることを体験する。また、曲を保存し、他の人が作成した曲を再生したり、編集したり、つなげたりすることで更に、コンピュータでの音を扱いやすさを体験する。





４　ディジタルデータで曲を作成
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